
３度目の住民投票の策動を許さないための「行動提起」 

                    市民の力で政治をかえよう！大阪アピール 

                    市民のための政治を求める大阪市・市民連合 

  この１０年で２度も大阪市民の住民投票で「否決」された大阪市を廃止し「特別区」とする大 

 阪都構想が再々度提案されようとしている。しかも今回は「副首都構想」という国政の課題と絡 

 めた超法規的で独善的な策動に断固として反対運動を強化しなければならない。 

  しかも今回は大阪市の在り方を大阪府民全体の投票で決めようと策動している。これは大阪市 

 民間の分断だけでなく、大阪市民と府民の分断・対立まで発展しかねず大阪の自治、文化、共生 

 更にコミュ二ティや産業・経済活動までにも影響する策動で断じて許すことはできない。 

  その意味で大阪市民だけでなく大阪府民、ひいては日本全体の自治の在り方を問う重大問題と 

 して広範な市民運動を追及しなければならない。 

  多くの克服すべき課題があるが。我々も広範な市民運動の一翼を担えるよう努力する。 

記 

１，本集会で決議した「都構想・法定協設置」反対の決議書を府・市議会の全会派へ送付する。 

２，大阪市会の開会日に市役所周辺で「都構想反対・法定協設置反対」の議会向けアピール行動 

  を多くの皆さんの参加のもとに実施する。 

    ５月１５日（金） １２時開始～１３時過ぎまで  大阪市役所周辺 

      市役所南側（川沿い）玄関前⇒ 責任団体 夢洲カジノを止める大阪府民の会 

      市役所西南角（淀屋橋北詰）⇒   〃  大阪市対策連絡会 

      市役所正面北側（大江橋側）⇒   〃  大阪市・市民連合 大阪アピール 

３，副首都構想などについての「国会」対策を政党の協力も得て強化する。 

４，各地区・各団体での学習会・討論会の実施       

  規模の大小は問わず、可能な場所で可能な限り計画し市民との対話を広げる 決定はここまで 

５，副首都構想などについての「国会」対策を政党の協力も得て強化する ここから検討事項 

６．街頭宣伝活動・チラシ配布活動を無数にひろげる。各団体の独自チラシ作成、更にいつでもど

こでも使えるリーフレット形式の統一的な宣伝チラシ 20 万以上印刷。 

７．市民団体独自の「宣伝車」を稼働させる。（当面 大阪市内１台、大阪府内１台をめざす） 

  ９月頃から稼働できるように体制確立を急ぐ。 秋頃～ 

８， SNS（ X, FB, ユーチューブ、など）をフル活用する。 すでに始まっている 

９．「○○○〇〇〇に反対する連絡会議」的なネットワークと事務所の確保を追及する。８月頃～ 

１０， 運動の推進のための財政確立。信用されるネットワーク 

１１，秋～年末頃  1000 人～2000 人規模の御堂筋パレードの企画 
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